


囲いの中で自分では
動かせない

自分で動かせ、元気
な顔に

さくらの技術支援で製作された車いすは、
このような現実を生んだ。



それまでは兄の腕
の中で移動。

自分で動けるように
なった。



スリッパを手にも
履いていた頃。

地面ではなく顔を見て
生活できるようになった。



車いすがない頃は、手を足代
わりに移動していた。

現在、障害者スポーツのリーダー
として活躍している。





現実の変化は、2008年・パキスタンに
車いす交付制度制定を生み出した。

SAKURA の車いす



しかし、手動車いすを利用できない
重度障害者は、電動車椅子が必要で
あった。

日本では不要になった電動車椅子が
毎年数千台でる、それを集めて提供
したら・・・



修理できないと使えなくなるので、修理と
フィッティング技術も提供する。

それは「日本車椅子シーティング協会」が現
地の障がい当事者達に伝承し、普及へのイン
フラを整える。

その技術を彼らの仕事につなげたい。

将来、南アジアにおける車いす技術発信の拠
点を目指す。













整備され、受け取った方々
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